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	 平成 26 年度２年次後学期（金２限・３限）の小
学校教科科目「初等図画工作」についての授業評価・

授業研究報告を行う。担当者：秋山敏行・福井一真

登録学生数 118名 
１	 授業の目的および概要について	 

	 本授業は「小学校図画工作科の「表現」「鑑賞」領

域に関わる教材を制作し，学習指導に必要な基礎的

な知識と造形力を育成し，用具・道具の使い方を習

得する。」ことを目的としている。授業は課題制作を

中心として構成し、道具の基本的な知識や技術の習

得だけでなく、制作活動を通して子どもたちの活動

に「共感」する態度を培うことを意識した内容とし

ている。 
２	 授業を行う上での工夫	 

	 本授業は金曜日の２限と３限に開講しており、１

クラス 60 名程度の規模で実施している。また、授
業の内容によっては本館 401講義室だけでなく、木
工芸室を利用している。しかし、木工芸室は 40 名
程度での作業には適しているが、60名でのこぎり・
小刀・彫刻刀を取り扱う活動をするには安全性の確

保等に問題があった。そこで、今年度は１クラス（60
名程度）を２グループ（１グループにつき 30 名程
度）に分けて、秋山と福井がそれぞれ 401講義室と
木工芸室で授業を行うことにし、上記の問題の克服

を図った。その結果、安全性の確保だけでなく、各

授業で学生一人ひとりに目が行き届くようになり、

授業内容の質の向上にもつながった。 
３	 授業アンケートの結果	 

	 授業アンケート（平成27年２月13日に実施）は、
101名の回答を得ることができた。 
3-1	 授業全体について	 

【総合的にこの授業は満足だった】という設問に対

して、「まぁまぁあてはまる」６名、「とてもあては

まる」95 名、【全体的にこの授業を真剣に受けた。】
という設問に対しては、「あまりあてはまらない」３

名、「まぁまぁあてはまる」18名、「とてもあてはま
る」80名という回答を得た。この結果から、授業全

体を通して、多くの学生が積極的に授業に取り組め

ていたと判断することができる。【最後に何かあれば

自由にお書き下さい。】という設問に対しては、59
名の記述があり、その内 47 名の学生から「楽しみ
ながら必要なことを学べる」といった好評を得るこ

とができた。受講者には課題の内容にかかわらず、

自ら課題に取り組む姿勢、さらには課題を楽しむ工

夫が求められる。こうした態度が、子どもたちの造

形活動において共感的に学ぶ姿勢を培っていくので

ある。従って、このように多くの学生からポジティ

ブな回答を得ることができたのは、本授業のひとつ

の成果であるといえるだろう。 
3-2	 授業時間外学習について	 

【授業時間外学習の設定は適切であった。】という設

問にたいしては、「あてはまらない」４名、「あまり

あてはまらない」２名、「まぁまぁあてはまる」49
名、「とてもあてはまる」46 名という回答を得た。
本授業では「木のスプーン」をつくるという課題が

あり、小刀を初めて使用する学生にとっては、非常

に難易度が高く、授業時間内に終わらすことが困難

となる。そのため、授業時間外に週１コマ程度木工

芸室を開放して補講を行い、補講時間に都合がつか

ない場合は道具を貸し出すようにした。そのため、

【授業時間外学習ではどのようなことを行いました

か】という設問に対して、83 名の回答の内、73 名
が自宅もしくは補講日に「スプーンづくり」の作業

を行っていることがわかった。 
４	 次年度の課題	 

	 【本授業の改善点】についての回答は、授業時間

外学習の時間設定や、木工芸室の作業環境について

の回答を多くみることができた。補講日の設定につ

いてはできるだけ学生の空き時間に行う工夫を行う

こととする。作業環境については、12月以降、木工
芸室の気温がほぼ外気温と変わらない状況であった

ため、ガスストーブをつけるためのガス栓の設置と

いうような、学生の学習の質を保障するための環境

整備についても考えていかなければならない。 


